




ま　え　が　き

建築物は，多数の部品が複雑に絡み合いながら，部分および全体が構成されてい

ます。そして，建築工法が湿式から乾式主体へと変化してきている今日，部品数は

ますます増加してきています。

これらの部品を，その用途に見合った機能とコストの関係をうまくバランスさせ

ながら組み合わせることによって，一つのデザインとしてのディテールが出来上が

ることになります。

このディテールは，大きく二つに分けることができます。一つは設計者の感性の

発露として，他に見られない独自性を追求しようとするもので，もう一つは，繰り

返してよく使われるものです。後者は“定番のディテール”とでも呼べるもので，

たとえ新しい材料や工法を使っていても，先人のノウハウを活かしていますので，

作業のしやすさはもちろんのこと，部位としての機能を発揮して，不具合が発生し

にくく長持ちするという特徴があります。また，出来上がり状態についても，多く

の人達の目に馴染んできたものですから，見栄えもよいということになります。

初版では，“標準ディテール図集”という書名が表しているとおり，ほぼ定番とい

えるものを収録しています。これは，読者層の設定を，建築を学ぶ学生の方々や，

実務に就いて間もない方々を主な対象としていることが理由の一つです。“学ぶ”の

元の意味が“真似ぶ”であるように，まず定番を自分のものにして，それをベース

に若き感性と技術力によって，時代に即した新しいディテールを生み出してくれる

ことを祈りながら編集作業を進めました。

1993 年に初版を発行し 2007 年に第 2 版を発行しましたが，第 2 版発行から 10

年が経ち，材料や工法が変化してきました。今回の改訂も前回同様に，変化を採り

入れ初版編集の精神である時代に即した新しいディテールとしています。

本書が，若い技術者の参考書として，また実務上での技術思考の手引として活用

されることを願ってやみません。

2017 年 12 月

戸田建設（株）・生産設計部課 標準ディテール図集改訂チーム
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事務室・廊下─1… 101─7…室　別

摘　要

天井 材寸法 300×600 mm
工法 下張りせっこうボードは，野縁にドリリングタッピングねじで留め付け，ねじの頭はボード面より沈め気味に打つ。

ドリリングタッピングねじの間隔……端部から 10 mm内外離し，周辺部 150 mm以下，中間部 200 mm以下。
岩綿吸音板を下張りせっこうボード面に張る場合は，接着剤を主とし，タッカーによるステープルを併用して張り付ける。

壁 工法 乾燥したRC下地（含水率8％以下またはコンクリート打設後28日以上）にせっこう系直張り用接着材にてせっこうボードを直張りし，
ボード接合部およびコーナー部を処理する。さらに，この接着材が十分乾燥したことを確認の後（通気性のあるところで 7日以上，
それ以外は 20 日以上），壁紙施工用でん粉系接着剤にてビニルクロスを張る。
せっこう系直張り用接着材の間隔……周辺部 150〜200 mm，中間部 200〜300 mm（床上から 1,200 mmまで 200〜250 mm，1,200 mm
より上部は 250〜300 mm）

幅木 接着剤 ビニル床タイル・ビニル床シート用接着剤（酢酸ビニル樹脂系，ビニル共重合樹脂系等）
張付け後に湿気および水の影響を受けやすい箇所は，エポキシ樹脂系またはウレタン樹脂系を使用する。

床 接着剤 張付け後に湿気および水の影響を受けやすい箇所は，エポキシ樹脂系またはウレタン樹脂系を使用する。
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摘　要

天井 材寸法 メーカーによって各種寸法がある（15×300×1,800 mm・15×375×1,800 mm・15×400×1,800 mmなどで，1,800 mmは最大寸法）。
工法 メーカーによって各種工法がある。

壁 材寸法 910×1,820 mm・910×2,420 mm・910×2,730 mm
工法 せっこうボードは，鋼製下地にドリリングタッピングねじで留め付け，ねじの頭はボード面より沈め気味に打つ。

ドリリングタッピングねじの間隔……端部から 10 mm内外離し，周辺部 200 mm以下，中間部 300 mm以下
ボード接合部およびコーナー部を処理し，壁紙施工用でん粉系接着剤にてビニルクロスを張る。

幅木 接着剤 ビニル床タイル・ビニル床シート用接着剤（酢酸ビニル樹脂系，ビニル共重合樹脂系等）
床 材料 タイルカーペット……500×500 mm（指定品）。OAフロア……メーカーにより各種ある。

工法 メーカーによって各種工法がある。
OAフロア……床荷重の確認，3,000〜5,000N/m2

事務室・廊下─2（システム天井・OAフロア）… 101─8…室　別
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鋼製天井下地─2… 102─5…壁天井下地

摘　要

インサート 900 mm間隔程度，壁からの距離 150 mm以内。
吊りボルト 9φボルト，900 mm間隔。天井ふところが屋外で 1,000 mm以上，屋内で 1,500 mm以上の場合は，振止め補強として 9φまたは 形

鋼（ −19×10×1.2）を，縦・横間隔 1,800 mm程度で吊りボルトに固定する。
斜め補強は相対する斜め材を 1組とし，縦・横方向に間隔 3,600 mm程度に配置する。

野縁受け 防錆処理した鋼製部材（ −38×12×1.2 など）
野縁 防錆処理した鋼製部材（既製品，シングルまたはダブル）

なお，ダブル野縁は仕上げボードの目地部または壁際に配置する。
補強 設備器具，点検口等の取付け部分は補強する。

35

鋼製天井下地─3（下り天井／野縁が下り天井に平行な場合）…102─6…壁天井下地

摘　要

工法 アルミ製ジョイナーを野縁または角パイプにビス留めし，せっこうボード（下り壁）および岩綿吸音板（天井）の端部をそれに差し込
むようにして留め付ける。
下り壁は，せっこうボードを野縁にドリリングタッピングねじで留め付ける。
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アスファルト防水・コンクリート押え─4…
（外断熱／横型ルーフドレン）… 104─5…屋　上

摘　要

横型ルーフドレン 鋳鉄製（既製品）アスファルト防水用
呼び樋 配管用炭素鋼鋼管（SGP）
縦樋・継手 硬質塩ビ製（VP管），10 mを超える場合は伸縮継手を設ける。
オーバーフロー管 ステンレス製（既製品）
外断熱材 硬質ウレタンフォーム断熱材
内断熱材 建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム
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アスファルト防水・コンクリート押え─5…
（内断熱／横型ルーフドレン）… 104─6…屋　上

摘　要

横型ルーフドレン 鋳鉄製（既製品）アスファルト防水用
呼び樋 配管用炭素鋼鋼管（SGP）
縦樋・継手 硬質塩ビ製（VP管），10 mを超える場合は伸縮継手を設ける。
オーバーフロー管 ステンレス製（既製品）
内断熱材 建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム
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内部階段─3（鉄骨造）… 107─3…階　段

摘　要

取付け（手すり） 支柱に溶接した鋼板（厚 9 mm）を，ささら桁に溶接留めとする。
　〃　（ノンスリップ） アルミリベット留めとし，酢酸ビニル樹脂系接着剤を併用して留め付ける。
工法（踏面・け込み） JIS	A	5536 に適合するビニル床シート用接着剤（酢酸ビニル樹脂系，ビニル共重合樹脂系等）を用いて接着する。湿気および水の影響

を受けやすい箇所はエポキシ樹脂系を使用する。
	〃　（踊り場） 9φの鉄筋を 200 mm間隔で床板に溶接し，ワイヤーメッシュを点付け溶接のうえモルタルを塗り，踏面およびけ込みと同様の接着剤

にてビニル床シートを張り付ける。
手すり 設計グレードをもとに強度検討が必要。
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外部階段─1（鉄筋コンクリート造）… 107─4…階　段

摘　要

形状 外部は踏面に勾配をとる。
弾性シーリング材 変成シリコーン系，ポリサルファイド系
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トイレブース─1（既製品）… 108─5…便　所

摘　要

心材 ペーパーコア，合成樹脂発泡体等
表面仕上げ材 メラミン樹脂化粧板，ポリエステル樹脂化粧合板，塗装合板，ホーロー鋼板等，各種のものがある。
建具金物 ステンレス（SUS	304）ヘアライン仕上げ（既製品）
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トイレブース─2（メラミン複合積層タイプ）… 108─6…便　所

摘　要

表面仕上げ材 メラミン樹脂化粧板張り，無機質化粧シート張り等
建具金物 ステンレス（SUS	304）ヘアライン仕上げ（既製品）
シーリング シリコーン系（防かび剤入）


